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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成23年11月30日に提出いたしました第22期（自　平成22年９月１日　至　平成23年８月31日）有価証券報告書の記載

事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況　

　４　事業等のリスク 

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。

　

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

４　【事業等のリスク】　　

　

(訂正前)

　当社グループの事業及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。当社グルー

プは、これらのリスクを充分認識し、発生を回避するとともにリスクの最小化に向けて努力していく所存であります。

　なお、文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　

＜後略＞　

（訂正後）

　当社グループの事業及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。当社グルー

プは、これらのリスクを充分認識し、発生を回避するとともにリスクの最小化に向けて努力していく所存であります。

　なお、文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　

＜中略＞

（８）業績の季節変動について

　当社グループの住宅購入者においては、家庭の就学者等の都合により、夏休みなどの長期休暇や年末に引渡を希望する

傾向があるため、当社グループの売上高・利益は第２四半期及び第４四半期に偏る傾向があります。
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